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序   文 
 

 中華人民共和国衛生部は、子供の疾病対策のため予防接種事業の強化を重要政策として位置づ

けているが、同国内陸部を中心として効果的な予防接種が実施されておらず、また使用されてい

る注射の安全性が十分確保されていないため、予防接種に起因する感染症が問題となっています。 

 かかる背景のもと、中華人民共和国政府は、内陸部のうち特に西北地域を対象とする本件プロ

ジェクトの協力を日本国政府に要請してきました。 

 これを受け国際協力事業団は、1999年６月に事前調査団を派遣し、続いて、同年10月から２カ

月間、短期調査員を派遣しました。 

 これらの調査の結果を踏まえ、2000年４月６日から同年４月12日までの日程で、討議議事録お

よび暫定計画を締結することを目的として、国立国際医療センター田中喜代史国際医療協力局長

を団長とした実施協議調査団を派遣しました。本報告書は、この調査結果を取りまとめたもので

す。 

 ここに、本調査にあたり、ご協力を賜りました関係各位に対しまして深甚なる謝意を表します

とともに、今後の本件プロジェクトの実施・運営に関しまして、いっそうのご協力をお願い申し

あげます。 

 

   平成12年４月 

 

                      国際協力事業団 
                   理 事  阿 部  英樹 
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１．実施協議調査団派遣 

 

１－１ 調査団派遣の経緯と目的 

 中華人民共和国（以下、中国）衛生部は、予防接種事業の強化を重要政策のひとつとして位置

づけているが、中国内陸部を中心として効果的な予防接種事業が実施されていない実態があり、

また注射の安全性も確保されていない。中国政府は、このような状況を改善するため、内陸部の

うち特に予防接種事業が遅れている西北地域６省（山西、陜西、青海、甘粛、寧夏、内モンゴル

自治区）を視野に入れた本プロジェクトの実施を日本政府に要請した。 

 1999年６月の事前調査において、プロジェクトの枠組み（目的、協力内容、対象地域）につい

て日中の合意がなされた。その後、1999年10月から２カ月間、短期調査員を派遣し、対象予定地

域（山西省、陜西省）でのフィールド調査、日中関係者によるプロジェクト・サイクル・マネジ

メント（PCM）ワークショップの開催、プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）作成な

どを行い、プロジェクトに対する日中双方の認識の共有が行われ、またプロジェクトの活動内容

について大枠の合意がなされた。 

 しかし、プロジェクトの対象地域については、できるだけ広範囲にプロジェクトを展開してほ

しいという中国側と、プロジェクトの活動内容から考慮すると山西省、陜西省の２省が限界であ

るという日本側との意見の調整ができず、実施協議までの持ち越し事項となった。また、引き続

き中国のポリオ対策をフォローするかについても、日中双方の合意がなされなかった。 

 本実施協議調査は、対象地域およびポリオ対策についての合意とともに、以下の項目について

調査・協議をおこない、結果を討議議事録（Ｒ／Ｄ）として取りまとめることを目的とする。 

 

 (1) プロジェクト協力の基本計画の確認 

 (2) プロジェクト実施体制の確認 

 (3) カウンターパート配置 

 (4) 予算措置 

 (5) プロジェクト運営実施体制 

 (6) プロジェクト開始後の暫定実施計画の策定 

  ① 専門家派遣計画 

  ② 研修員受入計画 

  ③ 機材供与計画 

  ④ ローカルコスト支援計画 
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   2）JICA中国事務所 

    神谷 克彦       次長 

    川島真佐子       所員 
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２．総 括 

 

 2000年４月６日～12日の７日間にわたり、中国ポリオ対策プロジェクトの終了にともない中国

衛生部から要請のあった中国北西地域の予防接種（EPI）強化のためのプロジェクト開始に向け中

国側との技術協力の詳細を決めるため中国を訪問した。 

 協議に先立ち今回の技術協力の対象地域と考えている山西省と陜西省におけるEPIの実施状況

などの視察と意見交換を行った。２つの省での意見交換においてはコールドチェーン機材の老朽

化に対し、これらの機材供与の強い期待が述べられたが予算の関係もあり本プロジェクトの供与

機材とはならない旨の説明をした。老朽化が進んでいることはその通りであるので可能性があれ

ば無償資金による更新なども考える必要があると考える。 

 EPIへの取り組みはこれらの省においては十分な取り組みが行われていると思われたが安全注

射については地域の実情を考え適切なものは何か検討していく必要があろう。 

 中国衛生部との協議については事前協議調査のあとの短期調査などにより今回のプロジェクト

の狙いについての中国側の理解はあるが、中国全土のポリオ対策と本プロジェクトとの関係やプ

ロジェクト対象地域においてのモデル地区とモデル地区外での活動などプロジェクトの進めかた

や対象地域についての考え方についてプロジェクト開始早々に合同調整委員会において双方で確

認する必要があると考える。 
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３．協議の概要 

 

３－１ 懸案事項について 

 (1) 対象地域について 

   日本側から、対象地域を、モデル地域（山西省、陜西省）とモデル外対象地域（甘粛省、

青海省、寧夏自治区）とし、モデル地域においてはモデル確立のために必要な具体的な活動

を実施し、モデル外対象地域では、政策提言、トレーニングの拡大、系統的監査の拡大を通

じて、モデル地域での成果の普及に努めることを提案した。 

 中国側より、日本側提案の活動では、活動範囲が狭い印象を受け、またプロジェクト実施

中、中国の予防接種（EPI）の事情がかわることが大いに予想されるため、「その他必要な活

動」という文言を加えてほしいと要望があった。 

 それに対し、日本側より活動の拡大が懸念されるため、「プロジェクトの活動の進捗によ

り、双方の合意に基づくその他の活動」という文言にしてはどうかと提案したところ、「モ

デル地域での活動の進捗により、上位目標を達成するために双方が合意した活動」を加える

こととした。 

 

 (2) ポリオ対策について 

   中国側より、「本プロジェクトはポリオ対策プロジェクトの後継プロジェクトとしての位置

づけだと認識しているが、Ｒ／Ｄを見る限りポリオ対策プロジェクトとは関係のないプロジ

ェクトであるとの印象を受ける。また、日本は、「ポリオ対策」に貢献したことについては

言及されているが、「ポリオ根絶」に貢献したことを言及されていないので、何らかの言及

がないと日本の協力がうかばれないのではと懸念している。」とコメントが出された。 

 この点について、日本側より、「①ポリオ対策プロジェクトは成功裡に終了し、その成果

は評価している。評価しているがうえに、本プロジェクトのＲ／Ｄには盛り込めない。②ポ

リオ対策とは違う新しいプロジェクトであると認識している。③EPIにポリオが対象疾患とし

て含まれているので、ポリオに関連する活動をやらないわけではない。」と説明し、中国側

の理解を得た。 

 

 (3) 無償資金協力について 

   日本政府がとるべき特別な措置において、これは無償資金協力もふくむのかと、中国側よ

り質問があった。 

 この問いに対し、調査団より、①無償資金協力は技術協力の枠ではなく、本調査団にその

権限は付与されていないこと、中国においては経済貿易部の所管となること、②プロジェク
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ト方式技術協力に必要な機材のみの供与となるので、その範囲内の機材供与となることを説

明した。 

 なお、西北地域への（コールドチェーン等の）無償資金協力については、衛生部より経貿

部に申請しているとのことであった。 

 

３－２ Ｒ／Ｄ協議経過 

 (1) 中国側のとるべき措置について 

   1）中国国内の交通費について 

    ポリオ対策プロジェクトではプロジェクト運用上、省間の航空運賃は日本側負担とし、

省内の交通費は中国側負担としていた。この方法を本プロジェクトでも踏襲することとな

るが、Ｒ／Ｄの文面も現実にあわせ、中国側のとるべき措置として、「中国国内」の旅費か

ら「省内」の旅費と、文言を修正することとした。 

   2）カウンターパートの配置について 

    現実にあわせ、通訳と運転手、その他必要な分野とした。 

 またカウンターパートについては、日本側から要望があれば中国側で配置する用意はあ

る旨、中国側より示された。 

   3）専門家カウンターパートについて 

    社会調査という指導科目は、主に流動人口の調査や、住民による接種の受入れの調査を

想定していた。中国側より、「社会調査」という指導科目はいらぬ誤解を生むことがあるの

で、「疫学サーベイランス」に統一することが適当であるとの提案があり、社会調査は、「疫

学サーベイランス」の指導科目により実施することとした。 

 

 (2) 基本計画 

   1）プロジェクト目標および上位目標 

    プロジェクト目標は、モデル地域のみではなくプロジェクト対象全域で有効で安全なEPI

サービスが実施されるとする。 

 上位目標については、予防接種事業が対象全域で強化されるという文言となった。（和文

では、サービス向上となっているが、英文をもとに日中双方で合意した。解釈は、英文に

よるものとする。） 

   2）機材について 

    サーベイランスにおいては、ポリオ実験室ネットワークの維持を優先するのが日本側の

方針である。国家ポリオ実験室の研修用機材のみでなく、データ分析機材、サーベイラン

ス用機材（コンピューター、実験室の整備、車両等）、麻疹サーベイランス機材についても
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供与の必要性が中国側から示されたため、Ｒ／Ｄでは、「実験室機材」とした。また、日本

の予算にも限度があることを中国側に説明したうえで、プロジェクト実施にあたり必要な

機材という趣旨の文言を追加することとした。 

 

 (3) 暫定実施計画（TSI）とプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）について 

   今回、プロジェクトの５年間の見取り図を明確に示すため、Ｒ／Ｄとは別にTSIとPDMにつ

いても双方が確認することを予定していた。 

 しかし、中国側からは、毎年の合同調整委員会で年次計画を策定すること、このTSIの表や

PDMに活動計画が束縛されることにより、中国のEPIの実状に応じ他の活動ができないという

２点について懸念が示され、できれば、TSIとPDMを変更可能なものにし、プロジェクトの活

動の柔軟性をもたせたいと表明された。 

 これに対し、日本側より、これら実施計画およびPDMはプロジェクトの管理上必要なもの

であることを説明した。さらに、暫定計画および年次計画は合同調整委員会で修正が可能で

ある（合同調整委員会での中国側とチーフアドバイザーの署名により変更可能）が、PDMは

合同調整委員会で修正すべきと確認されたのち日本側から派遣される調査団との協議にお

いてのみ修正が可能（調査団と中国側で署名）であるとの説明を行った。 

 PDMについては、容易に変更できないこと、モデル外地域の活動についてPDMに盛り込ん

でないという理由により、今回日中双方で確認することはせず、プロジェクト開始直後に開

催予定の、合同調整委員会で中国側とチーフアドバイザーとの間で確認することとした。 

 

３－３ その他協議事項 

 (1) A1の取り付け 

   ６月上中旬に、長期専門家の派遣が予定されているため、予定されている専門家分のA1取

り付けを依頼したところ、衛生部は、１年目の専門家分（長期４名、短期３名）の取り付け

について手続きを行うとの回答があった。 

 

 (2) 中堅技術者養成事業（中堅） 

   中堅の予算費目について、口頭で説明し、年ごとに中国側に負担率が増すことを説明した

ところ、ポリオ対策プロジェクトを通じて衛生部はよく仕組みを理解しているとの回答があ

った。また、中堅で実施するセミナーは、本プロジェクトの最重要活動でもあるので、開催

時期、対象者等については、専門家赴任後の衛生部、省などと時間をかけて検討することと

なった。 
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 (2) 陜西省 

   1）陝西省西安市戸県防疫站、陝西省西安市戸県泰渡中心病院（郷鎮レベル）、陝西省西安市

戸県泰渡鎮王渭村衛生室を視察した。 

   2）陜西省との協議 

    山西省と同様、プロジェクトの説明を行った。耽副庁長より、短期調査を通じ日中双方

のコンセンサスがとれていると認識しており、安全注射とその普及が重要であることも認

識していると述べられた。 

 山西省側からの要望として、 

   ① EPIサーベイランス向上のため、省実験室の機材整備が必要である。 

   ② コールドチェーンについて省内でも格差が生じているので格差を是正するために支援

してほしい。 

   ③ ポリオ以外のEPIについて、ネットワークの構築を行いたい。 

   があげられた。 

    以上３点については、衛生部からも同じ内容のことが要望されていることもあり、日本

の予算の範囲の中で、衛生部、省側と今後検討することとなった。 
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４．プロジェクト実施上の留意点 
 

４－１ 実施体制 

 衛生部疾病控制司はポリオ対策プロジェクトに引き続きプロジェクトの実施機関となり、プロ

ジェクトの実施や手続きを理解しており、大きな問題点はないと思われる。 

 対象省５省の衛生庁とのプロジェクト事務担当者レベルの連絡体制を、プロジェクトや衛生部

を中心に整備することが、プロジェクト実施上必要と思われる。 

 

４－２ 実施計画 

 (1) 本プロジェクトの基本計画上、モデル地域とモデル外地域の介入の程度に差が生じること

について日本側は懸念していたが、中国側は特に問題としていないようであった。しかし、

モデル外地域をどう取り込むかなど、モデル外地域の活動内容やプロジェクトの進め方につ

いては、日中双方で確認する必要があると思われる。 

 

 (2) 視察に訪れた２省において、コールドチェーンの老朽化が指摘された。本プロジェクトで

更新可能な範囲は金額的に限定されるので、どのレベルのどの機材を更新するのか、世界銀

行の第７プロジェクトとの調整をどうするかなど、中国側との協議が必要である。また、無

償資金協力による更新も必要と考えられる。 
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